
「海底２万リーグ」ノーチラス号「海底２万リーグ」ノーチラス号
を語るを語る



My ProfileMy Profile
1980: 1980: 船舶検査官船舶検査官
1984: 1984: 科学技術庁科学技術庁 –– ““しんかいしんかい65006500””, , 気候変動研究気候変動研究 etc.etc.
1987: 1987: 船舶技術研究所（海上技術安全研究所）船舶技術研究所（海上技術安全研究所）
1988: 1988: 宇宙開発事業団宇宙開発事業団––宇宙ステーション日本実験モジュール宇宙ステーション日本実験モジュール JEMJEM
1990: JCI: 1990: JCI: 小型船舶検査機構小型船舶検査機構
1995: 1995: 海洋科学技術センター海洋科学技術センター –– ““みらいみらい””, , ““深海微生物深海微生物””, , ““固体地球固体地球
変動研究変動研究””, , ““ちちきゅうきゅう”” プロジェクトプロジェクト etc.etc.
2003: 2003: グローバルオーシャンディベロップメントグローバルオーシャンディベロップメント
20052005: : 海洋研究開発機構海洋研究開発機構

自称、海洋自称、海洋SFSF評論家評論家
ベスト地球・海洋ベスト地球・海洋SFSFファン投票、日本ファン投票、日本SFSF大会海洋企画大会海洋企画 主催主催

オレオレっちのっちのノーチラス号コンテストノーチラス号コンテスト 主催主催
アクア・モデラーズ・ミーティング（ラジコン潜水艦）アクア・モデラーズ・ミーティング（ラジコン潜水艦） 主催主催
水中ロボット・コンテスト推進委員会水中ロボット・コンテスト推進委員会 幹事幹事



１．フィクションの中のノーチラス号１．フィクションの中のノーチラス号



映画映画

1916年無声映画「海底６万哩」



映画映画

1954年ディズニー映画「海底２万マイル」



映画映画

1997年映画「海底２万リーグ」



映画映画

1997年映画「ディープ・シー20000」



1990年ＴＶ「ふしぎの海のナディア」

N-ノーチラス号 デザイン：山下いくと

デザイン：前田真宏



映画映画

2003年映画「リーグ・オブ・レジェンド」



２．実在のノーチラス号２．実在のノーチラス号



R.フルトン 1800年建造



1930年完成 米
ウィルキンス大尉1931年北極海調査



1954年進水、原子力潜水艦
1958年北極点通過



1984年完成、仏6000ｍ潜水調査船ノーチール



３．ヴェルヌが考えたノーチラス号３．ヴェルヌが考えたノーチラス号



船型船型

非常に長い円筒形、両端は円錐形。葉巻型。非常に長い円筒形、両端は円錐形。葉巻型。

全長：全長：70.070.0メートルメートル

全幅：全幅：88メートルメートル

表面積：表面積：1011.451011.45平方メートル平方メートル

体積：体積：1500.21500.2立方メートル立方メートル

排水量：排水量：1356.481356.48トン（水上）トン（水上）





水の体積の減少率：１千万分の４３６／１気圧水の体積の減少率：１千万分の４３６／１気圧

補助タンクは水深１５００～２０００ｍまで補助タンクは水深１５００～２０００ｍまで



動力源（原作）動力源（原作）
プロペラをプロペラを120120回転回転//秒（「分」の誤植？秒（「分」の誤植？ 蒸気タービン？）蒸気タービン？）

ルームコルフルームコルフ（（RuhmkorffRuhmkorff ））電池ではなくブンゼン電池ではなくブンゼン（（BunsenBunsen））電池電池
亜鉛の変わりに、ナトリウムに水銀を混ぜる（ナトリウム硫亜鉛の変わりに、ナトリウムに水銀を混ぜる（ナトリウム硫
黄電池の予言？）黄電池の予言？）

リチウムリチウムLiLi、カリウム、カリウムKK、カルシウム、カルシウムCaCa、、ナトリウムナトリウムNaNa、マグネシウム、マグネシウムMgMg、アルミニ、アルミニ
ウムウムAlAl、マンガン、マンガンMnMn,,亜鉛亜鉛ZnZn、クロム、クロムCrCr、鉄、鉄FeFe、カドミウム、カドミウムCdCd、コバルト、コバルトCoCo、、
ニッケルニッケルNiNi、、すずすずSnSn、鉛、鉛PbPb、、((水素水素H)H)、銅、銅CuCu、水銀、水銀HgHg、銀、銀AgAg、白金、白金PtPt、金、金AuAu

ナトリウムは海水から得ている。ナトリウムは海水から得ている。
海水からナトリウムを取り出すエネルギーは海底の石炭海水からナトリウムを取り出すエネルギーは海底の石炭
（（heat of the pit coalheat of the pit coal）から得ている。）から得ている。



電池の歴史電池の歴史
18001800年年 ヴォルタ（イタリア人）ヴォルタ（イタリア人） ボルタの電池ボルタの電池

18361836年年 ダニエル（英国人）ダニエル（英国人） （二液式）電池（二液式）電池

18411841年、ブンゼン年、ブンゼン ブンゼン電池ブンゼン電池（電池の陽極を白金から炭素（電池の陽極を白金から炭素
に変更）に変更）

18591859年年 プランテプランテ 二次電池（鉛電池の原型）二次電池（鉛電池の原型）

18681868年年 ルクランシェルクランシェ マンガン乾電池マンガン乾電池

19011901年年 エジソンとユグナーエジソンとユグナー アルカリ蓄電池の原型アルカリ蓄電池の原型

19411941年年 酸化銀蓄電池酸化銀蓄電池

19421942年年 酸化水銀電池酸化水銀電池

19471947年年 ニッケル・カドミウム蓄電池ニッケル・カドミウム蓄電池

19731973年年 二酸化マンガン・リチウム電池二酸化マンガン・リチウム電池

19811981年年 リチウム黒鉛化炭素複合（イオン）蓄電池リチウム黒鉛化炭素複合（イオン）蓄電池

年年 ナトリウムナトリウム硫黄電池（硫黄電池（NASNAS電池、高温型二次電池）電池、高温型二次電池）



電池のいろいろ電池のいろいろ
陽極／正極陽極／正極

（活物質／作用物質）（活物質／作用物質）

陰極／負極陰極／負極

（活物質／作用物質）（活物質／作用物質）

ボルタの電池ボルタの電池 銅銅 亜鉛亜鉛

ブンゼン電池ブンゼン電池 酸化クロム酸化クロム 亜鉛亜鉛

鉛蓄電池鉛蓄電池 酸化鉛酸化鉛 鉛鉛

マンガン乾電池マンガン乾電池 二酸化マンガン二酸化マンガン 亜鉛亜鉛

エジソン電池エジソン電池 酸化ニッケル酸化ニッケル 鉄鉄

ニッカド電池ニッカド電池 オキシ水酸化ニッケルオキシ水酸化ニッケル カドミウムカドミウム

ニッケル水素電池ニッケル水素電池 オキシ水酸化ニッケルオキシ水酸化ニッケル 水素吸蔵合金水素吸蔵合金

リチウムイオン電池リチウムイオン電池 コバルト酸リチウムコバルト酸リチウム、リチ、リチ
ウムマンガンスピネルほかウムマンガンスピネルほか

炭素系、スズ系アモ炭素系、スズ系アモ
ルファスほかルファスほか

ナトリウム硫黄電池ナトリウム硫黄電池 硫黄硫黄 ナトリウムナトリウム



４．海洋観測潜水船ノーチラス号４．海洋観測潜水船ノーチラス号

１リーグ＝２１リーグ＝２..１６マイル１６マイル

１マイル＝１１マイル＝１..６１ｋｍ６１ｋｍ

２万リーグ＝４２万リーグ＝４..３万マイル＝３３万マイル＝３..８万海里＝７万ｋｍ８万海里＝７万ｋｍ



ノーチラス号の航跡ノーチラス号の航跡



観測航海の足跡観測航海の足跡

水深１万ｍまで水温・塩分・帯電・色彩・透明度計測実験。水深１万ｍまで水温・塩分・帯電・色彩・透明度計測実験。
発光微生物に取り囲まれる。発光微生物に取り囲まれる。
フネダコフネダコ（（ArgonautArgonaut／／Paper NautilusPaper Nautilus）の大群に遭遇。）の大群に遭遇。
ベンガル湾ベンガル湾で「で「乳の海乳の海」」現象。現象。
紅海から紅海から「アラビアン・トンネル」を通過「アラビアン・トンネル」を通過して地中海にして地中海に。。
サントリン島近くの海底噴火に接近。サントリン島近くの海底噴火に接近。
「アトランティス」の海底遺跡。巨大蝦と大蛸の戦い。「アトランティス」の海底遺跡。巨大蝦と大蛸の戦い。
死火山の大洞窟、石炭死火山の大洞窟、石炭
測深実験で水深測深実験で水深16,00016,000ｍまで潜航。ｍまで潜航。
無海氷の南極点に浮上。無海氷の南極点に浮上。 巨大氷山に閉じこめられる。巨大氷山に閉じこめられる。
大蛸クラッケンとの戦い。大蛸クラッケンとの戦い。

メキシコ湾流＜ガルフ・ストリーム＞メキシコ湾流＜ガルフ・ストリーム＞
スコットランド北スコットランド北方、方、ノルウェー沖ノルウェー沖でで大渦巻き＜マエルシュト大渦巻き＜マエルシュト
ロム＞に巻き込まれる。ロム＞に巻き込まれる。





「海底世界一周」「海底世界一周」



マーティン・ケイディンマーティン・ケイディン 「アクエリアス・ミッション」「アクエリアス・ミッション」





オレオレっちのっちのノーチラス号コンテストノーチラス号コンテスト
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